忙しい人のための教育臨床心理2009　（澤田匡人）

攻撃

攻撃行動の種類：反応的攻撃・能動的攻撃
・意図の違いによって２つのタイプに分けられる

攻撃行動の促進：内的衝動説・敵意帰属バイアス
・３つの代表理論（内的衝動説・感情発散説・社会的機能説）

・学習・性格・感情によって攻撃が開始される

攻撃行動の抑制：カタルシス
・共感（同情）できる相手には攻撃しにく

・モデリングによって攻撃行動が生じる場合がある

恋愛

定義――対人魅力・コンフルエント・ラブ
他者への好意的な感情を前提に構築される関係
恋愛の要因――単純接触効果・ロミオとジュリエット効果
・接触頻度や興奮が一因となり好意を抱く場合もある
恋愛の類型――三角理論・色彩理論
・恋愛の在り方はいくつかのパターンに分けられる
ストレス

ストレスの定義：ストレッサー・汎適応症候群
・生体に何らかの反応を起こさせる心理的な圧力

コーピング：問題焦点型・情動焦点型・対処の柔軟性
・目的に応じた２つのタイプに分けられる

・対処の使い分けが精神的健康につながる
ソーシャルサポート：道具的サポート・情緒的サポート
・４つのタイプに分けられる

・直接的・間接的にストレス反応を低める効果がある
妬み

妬みの定義：嫉妬
・他者が自分よりも有利なことを見過ごさないシグナル

妬みの影響：妄想様観念・社会的比較
・ネガティブな行動や心理状態と関連性あり

・シャーデンフロイデとは表裏一体の関係

妬みの対処：コーピング・対処の柔軟性
・さまざまな対処を使用する者の方が適応できている

道徳性
道徳性の定義――役割取得を前提

・道徳的ジレンマを正義と配慮に基づき解決する能力

正義の道徳――正義推論・脱慣習的
・他律的道徳から自律的道徳：３段階（ピアジェ）

・慣習からの脱却：３レベル―６段階（コールバーグ）

配慮の道徳――共感
・利己主義から非暴力：３レベル―５段階（ギリガン）

個体発生する正義と配慮の性差が社会を支える倫理となる
自己決定

自己決定の定義：コンピテンス・自律性への欲求
・自分の意志を自らの力で活用していくプロセス

自己決定の特徴：アンダーマイニング効果・内発的動機づけ
・内発的な興味は報酬によって低下する場合がある

自己決定と動機づけ：取り入れ的調整・同一化的調整
・動機づけは４段階を経て内在化（外在化）する

・想定された自己と現実自己のすり合わせが重要

　　想定された自己（当為自己・理想自己）
限られた自由を受け入れて楽しむ余裕がやる気につながる

非行

非行の定義――犯罪少年・触法少年・虞犯少年
・処遇の対象となる逸脱行動（少年によるもの限定）

非行の実態と特徴――反抗挑戦性障害・行為障害・虐待
・少年犯罪の低年齢化・凶悪化を支持するデータなし

・精神障害や心理的問題が引き金となって非行化

非行の臨床――プロベーション・リフレクション
・非行少年の矯正に主眼を置いた処遇（＝試験観察）

「過去の逸脱」より「普通である勇気」こそ尊ばれるべき
知能

知能とは何か――　結晶性知能・流動性知能
・問題を解決するための生理的・心理的な潜在能力
知能の構造――　一般知能説・因子説
・複数の要素（＝因子・モジュール）によって構成

知能の測定――　田中ビネー・ＷＩＳＣ-Ⅲ
・特別な支援を必要とする子供の選別のために開発

・簡便にスクリーニングしたい⇒一般知能検査
・細かくどこが弱いか知りたい⇒診断性知能検査

知能とは杓子定規な思考力の高低を測るツールに過ぎない
いじめ

いじめとは何か――認知件数／関係性攻撃
・一定の集団に特徴的に見られる人間関係の不全

いじめの構造――傍観的被害者／チャム・グループ
・仲間集団の発達に応じて発生頻度も変化

・（学級における）いじめは｛四層構造｝から理解可能

いじめの対応――ゼロ・トレランス／ストレス・マネジメント
・「いじめかどうか？」にこだわり過ぎない支援

・社会的スキルの習得が防止に繋がらない場合も・・・

「いじめはなくならない」という現実から目を背けないこと
愛着
愛着の定義：安全基地
・親と子の間に結ばれる無条件の信頼関係（＝絆）

愛着の発達と類型：分離不安・抵抗型・回避型
・３歳頃までに形成：人見知りの出現が指標となる

・［ストレンジ・シチュエーション法］によって分類

愛着の影響：内的作業モデル　　アダルト・アタッチメント
・母子関係をモデルとして他者へと広がっていく
「揺り籠から墓場まで」機能する付き合い方のテンプレート
失恋

失恋の定義

・恋愛対象の喪失により一定期間持続する悲嘆の経験
失恋の要因と経過――衡平モデル・投資モデル
・価値観や浮気などの要因が絡み合って崩壊に至る

・別れの決断は[社会的交換理論]から説明が可能

失恋の回復――対象喪失・モーニング・コーピング
・失恋からの立ち直り：喪に服する作業の過程として

失恋とは人生にはどうにもならない窮状がある事を学ぶ好機
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